




1)要約:

加齢に伴って増加する妊娠時偶発合併症には糖尿病(特に妊娠性糖尿病)、妊娠中毒症、子

宮筋腫があり、いずれも加齢とともに直線的に増加した。またこれらにおける母児の予後

をみると 30-35 歳以上では胎児仮死や児の小児入院が増加し予後不良となった。


